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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，少子高齢化と食の安全性をキーワードとして，消費

者需要を中心に生産や国際貿易などフードシステム全般のメカニズムを経済分析により明らか

にすることである．主な研究成果として，代表者の独自モデル LA/QUAIDS によって，都市別・

月別の疑似パネルデータを推定し，少子高齢化が食料需要に与える影響を明らかにした．また，

需要システムの新たな独自モデルを複数提案し，さらに食料生産の計量経済分析や国際貿易の

応用ミクロ経済分析等を実施した． 
 
研究成果の概要（英文）：This study investigates the general food system including consumer 
demand, agricultural production, and international trade, with special reference to the 
falling birth rate, aging population, and food safety. The linear approximate quadratic 
almost ideal demand system, which is closed under unit scaling even with additional 
regressors in it and is more flexible in expenditure variations than the popular linear 
approximate almost ideal demand system, is applied to pseudo panel data per household on 
12 food groups in 49 cities for the period January 2000 through December 2008. Other 
analyses include econometric analysis of agricultural production and applied 
microeconomic analysis of international trade. 
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１．研究開始当初の背景 
急速な少子高齢化とそれに伴う人口減少

は，日本における最も重要な社会問題の一つ
である．少子高齢化問題は，食料需要はもち
ろん農業生産にも深刻な影響を及ぼし，フー
ドシステムの在り方をマクロに規定する極
めて重要な要因となっている．一方，狂牛病，

食中毒，残留農薬，遺伝子組み換え食品，産
地偽装表示など，食の安全性が近年社会問題
化し，フードシステムに多大な影響を及ぼし
ていることは周知の事実である．このように，
日本のフードシステムを捉える上で，少子高
齢化と食の安全性は無視できない問題であ
る． 
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２．研究の目的 
本研究の目的は，少子高齢化と食の安全性

の問題がフードシステムに影響を及ぼすメ
カニズムを経済学の理論と実証によって明
らかにすることである． 

 
３．研究の方法 
(1) 代表者が独自に開発した需要分析モデル
LA/QUAIDS によって，少子高齢化が食料需
要に与える影響を計量経済学的に明らかに
する． 
 
(2) 分析の信頼性を向上させるため，複雑な
形状のエンゲル曲線を把握可能な，任意ラン
クになりうる需要システムを提案する． 
 
(3) 分析の柔軟性を向上させるため，厳密な
集計が可能なすべての関数形を包含する一
般化需要システムを新たに提案する． 
 
(4) ゲーム理論や産業組織論の応用によって，
食の安全性と国際貿易のメカニズムを明ら
かにする． 
 
(5) 実証的産業組織論にもとづいた計量経済
分析によって，農産物の国際貿易のメカニズ
ムを明らかにする． 
 
(6) 計量経済分析によって，農業の生産性分
析を行う． 
 
(7) フィールド調査により，農業生産の実態
分析を行う． 
 
(8) 個票データよりパネルデータを作成し，
少子化のもとでの消費者行動を分析する． 
 
 
４．研究成果 
(1) 日本の社会が直面する重要課題である少
子高齢化に対しては，多方面からさまざまな
対策が講じられている．しかしながら，少子
高齢化への効果が現れるのは早くて数十年
後といわれる．すなわち，日本の家計が少子
高齢化の影響を中長期的に受けていくこと
は必至である．したがって，消費者の欲求で
ある需要に対する影響を詳しく分析するこ
とには，将来の需要予測の観点からも重要な
意義があると考えられる． 
需要は，種々の人口統計学的要因の他に，

所得やさまざまな財・サービスの価格など，
多くの要因の複合的な影響によって変動す
る．したがって，少子高齢化の影響を適切に
抽出するためには，単純に個々の要因と需要
との相関を調べるのみでは不十分で，経済理
論に基づく統計モデルを用いてデータを分

析する必要がある．すなわち，計量経済分析
の俎上に載せ，各要因が需要に与える影響を
検証すべきである．しかし，このような視点
に立った研究は世界的にまだない． 
以上のような背景を踏まえ，本研究では，

日本の都市別・月別の疑似パネルデータを用
い，少子高齢化が日本の食料需要に与える影
響を定量的に明らかにした．具体的には，家
計において子どもが 1 人減少したとき，また
高齢者が 1 人増加したときに，各食料費目の
需要が何%変化するかを，それぞれ少子化，
高齢化の影響として推定した． 
分析モデルには，代表者が独自に開発した

quadratic almost ideal demand system 
(QUAIDS) の 線 形 近 似 モ デ ル (linear 
approximate QUAIDS, LA/QUAIDS)を用い
た．LA/QUAIDS は，QUAIDS の柔軟なエン
ゲル曲線を有しつつ，かつシフト変数を取り
入れても単位のスケーリングに関して閉じ
て お り ， almost ideal demand system 
(AIDS)や QUAIDS といった従来のモデルの
欠点を克服している． 
分析の結果，少子化は，魚介類，野菜・海

藻，酒類の需要にプラスの影響を与え，乳卵
類，菓子類，および外食の需要にマイナスの
影響を与えること，また高齢化は，魚介類，
乳卵類，野菜・海藻，および果物の需要にプ
ラスの影響を与え，肉類と外食の需要にマイ
ナスの影響を与えることが示唆された． 
 
(2) 複雑な形状のエンゲル曲線を把握するた
めの新しいモデルとして，任意ランクになり
うる需要システムを提案した．これまでの実
証分析で用いられてきた需要システムの最
高ランクは 4 であるのに対し，本モデルには
実質的なランクの制約がない． 
 
(3) 厳密な集計が可能なすべての関数形を包
含する一般化需要システムを新たに提案し
た．ボックス・コックス変換によって，エン
ゲル曲線と価格指数の関数形を連続的に変
化させられるため，複雑なエンゲル曲線に柔
軟に対応することができる．一般に，ランク
が高くなりパラメータ数が増加するにつれ
て，推定の際に収束が難しくなる傾向がある．
本モデルのランクは 3 で，パラメータ数も有
名な QUAIDS よりも 2 つ多いだけなので，
比較的容易に収束が得られる．比較的シンプ
ルな関数形であるにもかかわらず，高度な柔
軟性を実現させていることが，本モデルの最
大の魅力である． 
  
(4) 少子高齢化や食の安全性に対する消費
者の志向が，家計の食料需要に及ぼす影響を
検討し，世帯類型別・世帯主の年齢階級別に
需要分析を行った． 

食生活の外部化比率は年齢階級が上がる



 

 

ほど小さくなり，世帯主の年齢階級間では，
若年齢世帯と高年齢世帯との間でエンゲル
の法則が逆転することがわかった．健康・安
全志向に走る高年齢世帯と，食事の簡便化に
走る若年齢世帯という二極化傾向が明確に
現れた． 
 二人以上世帯と同様に，食生活の外部化比
率は年齢階級が上がるほど小さくなるが，そ
もそも単身世帯の外部化比率は全体的に高
位安定化しており，二人以上世帯の最高値が，
単身世帯ではほぼ最低値の水準であること
がわかった． 
 二人以上世帯の場合，高年齢世帯ほど食事
に対する安全・健康志向が強く，若年齢世帯
ほど食事を簡便・安価に済ませたいとする志
向の強いことがわかった．また，単身世帯の
場合も年齢階級間では同様の関係にあるも
のの，そもそも全体的に食生活の外部化比率
がきわめて高く，そのため高年齢であっても
安全・健康志向は限定的である． 
 少子高齢化の進行で高年齢世帯の割合が
増加すると，食料需要における安全・健康志
向が高まるものの，高年齢世帯はやがて単身
世帯に転ずるため，この効果は限定的である．
むしろ，少子高齢化で単身世帯比率も増加す
るという動きが今後も継続すると考えられ
るため，全体的には食生活の外部化比率がさ
らに上昇して，家庭内生産は縮小するとみら
れる． 
 
(5) 世代重複モデルと成長会計モデルにより，
人口統計学的変数が産業構造に与える影響
を分析した． 
 
(6) 市場情報から食の安全に関する新たな指
標を開発した． 
 
(7) 人口の高齢化が国際貿易に与える影響に
関して，ミクロ経済理論による数理分析を行
った． 
 
(8) 品質と国際貿易に関して応用ミクロ経分
析を行った．その結果，高品質な製品を提供
するインセンティブを最も海外企業に与え
るのは，自由貿易であることが明らかになっ
た． 
 
(9) 拡張版物語り論という農村環境の分析方
法を提示して，農村の伝統芸能や食の継承問
題を検討し，また，農村の風景物語りや伝統
芸能をからだで「聞く力」を高めることによ
る農村社会の維持の可能性を考察した． 
 
(10) 中国健康栄養調査(CHNS)の個票を用い，
食料消費選択において主婦の機会費用がど
の様な影響を及ぼしているかについて分析
を行った．その結果，機会費用の高い有業主

婦は，時間節約的な調理メニューを選択する
こと，健康志向の強い主婦は，魚料理をより
選択することなどが明らかになった． 
 
(11) 中国の食肉と魚の需要の所得弾力性を
再推計することによって，中国では，牛肉，
豚肉の消費の伸びの鈍化が進んでいること，
そして，牛肉，豚肉の消費の伸びの鈍化の一
方で，肉類の中では，鶏肉，そして，タンパ
ク源としては，魚の伸びが堅調であることを
検証した． 
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